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ヒ
ト
は
弱
い

動
物
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
群
れ

て
行
動
し
た
。

　

中
国
で
は
春
秋
時
代
に

「
個
」
が
芽
生
え
て
英
雄
が

湧
き
出
た
。
西
洋
の
中
世
に

も
「
俺
が
俺
が
」
と
個
の
勇

を
争
っ
た
が
、
集
団
の
組
織

に
衰
退
し
た
。
ド
ン
・
キ
ホ

ー
テ
が
そ
の
象
徴
だ
っ
た
。

　

東
京
の
武
道
館
や
ビ
リ
ー

・
ジ
ョ
エ
ル
の
Ｎ
・
Ｙ
の
ヤ

ン
キ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の

ラ
イ
ブ
・
シ
ョ
ー
の
熱
狂
的

な
観
客
群
を
目
に
す
る
と
、

ま
だ
「
ヒ
ト
」
は
「
個
」
と

「
集
団
」
の
狭
間
に
あ
る
よ

う
だ
。

　

現
代
の
集
団
を
形
成
す
る

要
因
は
何
な
の
か
。
一
つ
は

権
威
で
あ
ろ
う
。

　

大
阪
は
権
威
の
嫌
い
な
土

地
柄
で
あ
る
。
国
立
国
際
美

術
館
で
マ
チ
ス
の
絵
の
前
で

神
妙
に
見
入
っ
て
立
っ
て
い

た
ら
後
ろ
か
ら
だ
み
声
で

「
何
じ
ゃ
こ
ん
な
絵
、
う
ち

の
坊
主
で
も
描
く
わ
い
」
と

聞
こ
え
た
。
能
勢
の
浄
瑠
璃

シ
ア
タ
ー
で
は
観
劇
中
、
後

ろ
の
席
か
ら
「
こ
の
程
度
の

芸
で
銭
取
る
か
」
と
。

　

私
も
相
当
の
へ
そ
曲
が
り

だ
が
、
高
校
ま
で
は
神
戸
に

い
た
の
で
、
口
の
悪
さ
で
は

ほ
ん
ま
の
大
阪
人
に
は
勝
て

な
い
。

協会・協同組合は、2013年１月か
ら敷地内禁煙を実施しました。保
険医会館やＭ＆Ｄホールにお越し
の際はご協力お願いします。

今年１月から
「敷地内禁煙」

第
46
回
衆
院
選
結
果
を
受
け
て

小
澤
理
事
長
が
談
話

今
号
同
封
の
署
名
に
協
力
を

景気回復・暮らし再生へ
歯科医療・社会保障充実めざす

　

第
46
回
衆
院
選
で
自
民
党
が
単
独
過
半
数
を
上
回
る

議
席
を
得
た
こ
と
を
受
け
、
小
澤
力
理
事
長
は
12
日
、

「（
安
倍
政
権
の
）
姿
勢
は
国
民
の
思
い
に
逆
行
す
る

も
の
」「
社
会
保
障
の
拡
充
を
目
指
し
て
さ
ら
に
全
力

を
尽
く
す
」
と
の
談
話
を
発
表
し
た
。

　

昨
年
12
月
16
日
投
開
票
の

衆
議
院
選
挙
は
、
自
民
党
が

小
選
挙
区
で
43
％
の
得
票
で

議
席
の
79
％
・
２
３
７
議

席
、
比
例
の
57
議
席
と
合
わ

せ
て
２
９
４
議
席
を
得
て
第

一
党
に
な
っ
た
。
一
方
、
民

主
党
は
23
％
の
得
票
で
議
席

の
９
％
・
27
議
席
、
比
例
を

含
め
て
も
67
議
席
と
激
減
し

た
。

　

選
挙
の
結
果
は
、
民
主
党

が
度
重
な
る
公
約
違
反
で
有

権
者
の
支
持
を
な
く
し
た
こ

と
に
加
え
て
、
得
票
と
議
席

数
の
乖
離
が
は
な
は
だ
し
い

小
選
挙
区
制
が
も
た
ら
し
た

も
の
で
、
自
民
党
に
支
持
が

戻
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
自

民
党
は
前
回
よ
り
比
例
で
２

１
９
万
票
、
小
選
挙
区
で
１

６
６
万
票
減
ら
し
て
い
る
。

小
選
挙
区
制
度
の
弊
害
は
マ

ス
コ
ミ
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
民
意
を
反
映
し
た
制
度

へ
の
改
革
が
急
が
れ
る
。

　

今
度
の
選
挙
で
有
権
者
が

関
心
を
持
っ
た
政
策
の
ト
ッ

プ
は
、
朝
日
新
聞
調
査
に
よ

る
と
景
気
や
雇
用
35
％
、
次

い
で
消
費
税
や
社
会
保
障
30

％
で
あ
る
。

　

安
倍
自
公
政
権
は
、
民
主

党
と
の
３
党
密
室
談
合
で
成

立
さ
せ
た
社
会
保
障
制
度
改

革
法
で
、
自
助
を
前
面
に
出

　

協
会
は
、
今
後
の
医
療
・

歯
科
医
療
を
大
き
く
左
右
す

る
「
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
」（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
と
「
社
会

保
障
制
度
改
革
推
進
法
」
の

問
題
点
を
深
め
る
た
め
に
、

２
月
９
〜
10
日
に
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

ー
ル
で
会
員
学
習
会
を
開

く
。
小
澤
力
理
事
長
は
二
つ

の
問
題
に
つ
い
て
、「
憲
法

25
条
の
生
存
権
に
基
づ
く
社

会
保
障
制
度
や
国
民
皆
保
険

制
度
を
根
底
か
ら
覆
す
重
大

な
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
」

と
し
、
多
く
の
会
員
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

９
日
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

で
医
療
と
暮
ら
し
は
ど
う
な

る
の
か
？
」
と
題
し
て
鈴
木

宣
弘
東
京
大
学
大
学
院
教
授

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
実
態
に
つ
い
て

講
演
す
る
。

　

10
日
は
、「
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
（
一
体
改

革
）
と
私
た
ち
の
対
案
」
の

テ
ー
マ
で
関
野
秀
明
氏
（
下

関
市
立
大
学
准
教
授
）
が

「
改
革
」
の
本
質
に
迫
る
。

申
し
込
み
は
事
務
局
ま
で
。

し
、
給
付
の
重
点
化
・
効
率

化
と
称
し
て
給
付
の
削
減
、

加
え
て
財
源
は
消
費
税
を
あ

て
る
こ
と
で
社
会
保
険
制
度

へ
の
国
の
責
任
を
後
退
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

安
倍
氏
は
改
憲
に
強
い
執
念

を
持
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

姿
勢
は
国
民
の
思
い
に
逆
行

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

「
構
造
改
革
」
を
背
景
と

し
た
勤
労
者
の
低
賃
金
化
や

様
々
な
国
民
負
担
増
が
受
診

を
抑
制
し
て
い
る
。
国
民
が

安
心
し
て
医
療
・
歯
科
医
療

に
か
か
れ
る
に
は
、
勤
労
者

の
不
安
定
雇
用
の
解
消
と
低

賃
金
の
改
善
に
よ
る
生
活
の

安
定
が
何
よ
り
大
切
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
が
家
計
支
出

の
増
大
に
つ
な
が
り
経
済
も

活
性
化
す
る
。

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

は
、
国
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
雇
用
の
拡
大
と
賃
金
の
引

き
上
げ
、
社
会
保
障
の
拡
充

を
目
指
し
て
さ
ら
に
全
力
を

尽
く
す
。
消
費
税
引
き
上
げ

に
反
対
す
る
。
ま
た
、
国
民

　

協
会
は
、
新
政
権
下
で
初

め
て
と
な
る
来
年
度
の
予
算

編
成
に
向
け
、
２
月
末
ま
で

「
患
者
負
担
の
大
幅
軽
減
を

求
め
る
請
願
署
名
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
集
め
た
署
名

は
予
算
審
議
が
実
施
さ
れ
る

通
常
国
会
に
提
出
し
、
窓
口

　

臨
床
学
術
部
は
12
月
15

日
、
歯
科
外
科
処
置
で
脳
血

管
障
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め

の
医
療
連
携
と
し
て
、
生
涯

研
修
講
座
「
抗
血
栓
療
法
患

者
の
抜
歯
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
抜
歯
時
抗
血
栓
薬
を
と

め
て
ま
せ
ん
か
？
」
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
講
師

は
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
三

田
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長

の
矢
郷
香
氏
が
務
め
た
。

　

ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
を
中
断
し

て
抜
歯
し
た
場
合
、
１
０
０

人
に
一
人
は
重
症
に
な
る
。

人
工
置
換
術
後
の
ワ
ル
フ
ァ

リ
ン
中
断
は
い
け
な
い
。
ワ

ル
フ
ァ
リ
ン
の
吸
収
代
謝
に

は
食
事
や
併
用
薬
剤
、
体
調

な
ど
が
影
響
し
、
そ
の
効
果

に
個
体
差
が
あ
る
。
同
じ
患

者
、
同
じ
服
用
量
で
も
Ｉ
Ｎ

Ｒ
値
は
変
化
す
る
。

　

抗
血
小
板
薬
は
ワ
ル
フ
ァ

リ
ン
と
比
べ
個
体
差
が
少
な

く
、
Ｐ
Ｉ
―
Ｉ
Ｎ
Ｒ
値
に
は

影
響
が
な
い
が
、
抗
血
小
板

薬
２
剤
を
服
用
し
て
い
る
患

者
は
血
栓
塞
栓
症
を
起
こ
し

や
す
い
。
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
、

◇ 

２
月
24
日
「
安
全
で
効
率
的
な
感
染
根
管
治
療
を
考

え
よ
う
！
」（
木
ノ
本
喜
史
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床

教
授
、
吹
田
市
開
業
）

◇ 

３
月
17
日
「
歯
周
病
で
失
っ
た
骨
の
再
生
療
法
」

（
村
上
伸
也
大
阪
大
学
院
歯
学
研
究
科
口
腔
治
療
学

教
授
）

◇ 

４
月
21
日
「
顎
堤
吸
収
の
著
し
い
下
顎
無
歯
顎
症
例

へ
の
対
応
」（
鈴
木
哲
也
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学

部
口
腔
保
健
学
科
教
授
）

◇ 

７
月
21
日
「
こ
の
症
状
は
精
神
科
か
？
歯
科
か
？
」

（
大
村
進
横
浜
市
立
大
学
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
歯
科
・
口
腔
外
科
・
矯
正
歯
科
部
長
）

※ 

５
月
度
は
総
会
・
評
議
員
会
、
６
月
度
は
日
常
診
療

経
験
交
流
会
の
た
め
生
涯
研
修
は
開
き
ま
せ
ん

抗
血
小
板
薬
を
服
用
し
て
い

て
も
抜
歯
は
で
き
る
が
Ｉ
Ｎ

Ｒ
値
と
出
血
時
間
に
注
意
を

し
て
血
栓
塞
栓
症
を
起
こ
し

や
す
い
の
で
注
意
を
必
要
と

す
る
。

　

抜
歯
以
外
の
小
手
術
で
は

歯
根
膿
胞
摘
出
術
や
歯
根
端

切
除
術
は
閉
鎖
創
な
の
で
止

血
剤
を
入
れ
る
必
要
は
な

く
、
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
服
用
患

者
の
歯
科
治
療
で
Ｉ
Ｎ
Ｒ
値

１
・
６
未
満
は
重
篤
な
脳
梗

塞
の
２
・
６
以
上
は
大
出
血

の
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る
。

ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
服
用
患
者
の

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
つ
い

て
質
疑
応
答
が
あ
り
講
演
を

終
了
し
た
。

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

負
担
の
引
き
下
げ
を
め
ざ

す
。
署
名
用
紙
は
今
号
に
同

封
。
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

追
加
の
署
名
用
紙
を
ご
希

望
の
方
は
、
事
務
局
（
06
―

６
５
６
８
―
７
７
３
１
）
ま

の
い
の
ち
や
健
康
を
守
る
基

盤
は
平
和
な
社
会
に
あ
る
。

平
和
を
脅
か
す
あ
ら
ゆ
る
策

動
に
反
対
す
る
。

12月度生涯
研 修 講 座

臨床学術部

会員学習会

ＴＰＰ・社会保障「改革」で
２月９～10日に会員学習会

抗
血
栓
薬
中
断
で
重
症
化
も

脳
血
管
障
害
の
リ
ス
ク
解
説

「ワルファリン中断
の抜歯で100人に一
人は重症になる」と
語る矢郷香氏＝12月
15日、Ｍ＆Ｄホール

保団連

新パンフを今号同封
「私たちのこれから」
　保団連は、今後の社会保障・
経済の在り方を問う新パンフ
「私たちのこれから」を発行し
た。消費税やＴＰＰ、生活保
護、原発などの問題を見つめ直
す内容。
　今号に同封し、全会員に届け
る。協会は、医院での活用を呼
びかけている。Ａ４判、23㌻、
定価150円。

「ＴＰＰ参加で医療と暮らしはどう
なるのか？」（仮）
日時　２月９日（土）午後５時半～
講師　鈴木宣弘氏
　　　（東京大学大学院教授）

「社会保障制度改革推進法（一体改
革）と私たちの対案」
日時　２月10日（日）午前10時～
講師　関野秀明氏
　　　（下関市立大学准教授）

※会場はＭ＆Ｄホール、参加費無料
※９日終了後、会員交流懇親会有り

【今後の生涯研修】


